2013. 7. 7
食品生レビュー№51●嘔吐・下痢の症状が無い食中毒　溶レン菌食中毒発生
　７月２日に岐阜市保健所が、弁当が原因食品のＡ群溶血性レンサ球菌（以下：Ａ群溶レン菌）による食中毒が発生し、調理製造施設を営業停止処分としたと発表しました。通常は、ヒトからヒトへの直接感染がほとんどで感染症として扱われます。ごくまれにヒトから食品を介してヒトへ感染する場合があり、この場合は食中毒として扱われます。今回の事例はこれにあてはまります。そこで、この事例の概要、溶レン菌とは何か、過去の大きな事例、そして対策を説明します。

岐阜市の食中毒の概要
6月28、29日に岐阜市内の飲食店が調理製造した弁当（中身は2日間同じ）を食べた4団体計161人のうち61人（入院2人）が喉の痛みや発熱などの症状を呈した。医療機関の検査で、患者の喉の粘膜からＡ群溶レン菌を検出した。調理従事者から食材を介しての感染が疑われた。岐阜市保健所は7月2日から5日間の営業停止処分にした。
溶レン菌とは何か
・原因菌：Ａ群溶血性レンサ球菌（我が国では、溶血性レンサ球菌のうちＡ群が95％を占める）
・症　状：咽頭痛、発熱、倦怠感、関節痛、頭痛を主とする上気道炎（咽頭炎）
  　　　（風邪の症状と酷似していて、多くの食中毒菌による急性の胃腸障害とは異なる）
・潜伏期間：2～5日
・感染原因
　　感染症：患者、保菌者の口腔、鼻咽腔からの分泌物の飛沫による直接感染で。家庭・小学校での集団感染が多い。
　　食中毒：患者、保菌者の調理従事者の咳、くしゃみから食品を介しての間接感染。
＊国立感染症研究所の感染症の話「Ａ群溶血性レンサ球菌咽頭炎」では
学校での咽頭培養を用いた研究によると、健康保菌者が15 ～30%あると報告されているが、健康保菌者からの感染はまれと考えられている。

過去の事例１
　1997年5月、福岡市で開催された国際会議の警備にあたった警察官多数が、喉の痛みを主症状とする上気道炎を呈した。保存食2検体（だし巻き卵、だし巻き卵・サケ・牛肉の混合物）から検出されたＡ群溶レン菌株と患者由来株とが一致した。３ヶ月後に行われた従業員の健康診断の結果、咽頭ぬぐい液から患者由来株と同一の菌株が3人から検出され、2人は「だし巻き卵」の調理を担当していた。この結果から感染していた調理従事者から弁当が汚染され、増殖したものと考えられた。患者数943人。なお、このうち116人の家族に同様な症状が見られました。本事例は食中毒事件としては扱われていない。
過去の事例２

1998年8月、茨城県内で開催された「Ｂ病院関東地区ソフトボール大会」参加者の昼食弁当で発生した。保存食6検体（野菜の煮物、シュウマイ、厚焼き卵、カットメロン等）から検出されたＡ群溶レン菌株と、患者及び調理製造従事者の咽頭ぬぐい液から検出された菌株が同一であった。弁当は当日未明から調製されたもので、摂食者に対する発症者は423人中342人で、発症率が80.9％と高率であった。溶レン菌による事件としては国内で初めて食品衛生法による行政処分（営業停止）がなされた。
過去の事例3
2005年7月、神奈川県の大学のオープンキャンパスにおいて校内で調製された弁当を食べた教員、学生の多数が咽頭痛、発熱の症状を呈した。患者の咽頭ぬぐい液からＡ群溶レン菌を検出した。食堂従業員から検出されたＡ群溶レン菌の血清型が一致し、食堂従業員から弁当を介しての感染と考えられた。調理食品の長時間常温放置が事件の拡大となったと考えられた。患者数269人。

対策

　食中毒の原因食品は弁当類が多く、弁当調理製造施設では特に注意が必要です。
1 盛付け時（サントイッチ調理時）は必ず使い捨てマスを使用してください。
特に調理従事者が咽頭の発赤、痛みを感じる場合、咳、くしゃみ等の飛沫により食品を汚染することが考えられますので徹底を図ってください。
2 常温で長時間放置しないでください。
　対策は、多くの食中毒菌の予防対策と同じです。健康保菌者からの感染はまれとされていますが、ひとたび飲食店で食中毒が発生すれば大変なことになります。（笈川和男）
